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日本のレッサーパンダＡﾉﾉ〃"s九煙"ｓにお

ける犬糸状虫Ｄﾉﾉ、/〃ｊａｊ川川伽の寄生

橋崎文隆、

田辺興記'）

河野典子'）

早崎峯夫の

島悦雄'〕

藤勝り

石勇2）

成
斉
大

(昭和59年４月10日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｄｉｒｑﾉﾌﾞｍｒｉａ加刀z伽，lesserpanda，TamaZoologicalPark，Japan

浄した後，１０％ホルマリンあるいは70％エタノールに浸

漬し，検査時まで保存した．虫体の観察は透化剤として

ラクトフェノール液を用いて行った．

緒言

犬糸状虫は，イヌ，タヌキ，キツネ，その他の食肉目

の動物に広い宿主範囲をもつ寄生虫（大石，1979）であ

り，イヌ科以外にもネコ科，クマ科，アライグマ科，イ

タチ科，ジャコウネコ科など，ハイエナ科を除く食肉目

およびアザラシ科，アシカ科などセイウチ科を除く鰭脚

目の動物から検出されている（大石，１９７９；Otto，

1974)．最近，食肉目のパンダ科に属する（Corbet，

1978）レッサーパンダＡ伽γ"s九lge"ｓに寄生した１

例が，HarwellandCraig（1981）によって報告され，

興味がもたれている．

この論文は，著者らが，動物園に飼育されていたレッ

サーパンダから検出した犬糸状虫について記載するとと

もに，レッサーパンダにおける犬糸状虫寄生の概要をま

とめた報告である．

成績

１．検出虫体の形態所見

３頭のレッサーパンダから検出された虫体は雄４匹，

雌１匹で，いずれも白色で糸状の大形線虫である

(Tableｌ)．体長は，雄95～115ｍｍ，雌125ｍｍであっ

た．検出虫体の形態学的特徴は，次のようである．頭端

はドーム状に鈍円をなし，先端部中央に小さな口が開口

していた．口唇はなく，口を囲んで４対の小さな頭部乳

頭が認められた（Fig.１)．食道は長く，筋胃部と腺胃

部に分れていた．陰門は，食道のやや後方に開口し，子

宮内にはミクロフィラリアは認められなかった．雄の後

端（Fig.２）は，コイル状に２～３回，回転しており，

極めて小さな尾翼をもっていた．尾部には比較的大きな

卵状の肛門乳頭を４あるいは５対有し，うち３あるいは

４対は肛門前に，１対は肛門後に位置していた（Fig.3)．

さらに，肛門直後に２対，尾端までの問に３対の小乳頭

がみられた．交接刺は左右不同で，左交接刺は細長く，

右交接刺は太く短い（Fig.２)．クチクラの表面には

transversestriationがみられた（Fig.５)．なお，破損

虫体１匹は，回収された虫体前半部に雌`性生殖器を有し

ないことから，雄虫と判断された．雌の尾端は伸長し，

鈍端で付属物をもたない（Fig.４)．

虫体の形態学的計測値はＴａｂｌｅｌに示した検出虫

体５匹の形態学的特徴と各計測値は犬糸状虫Ｄｉｒｑ/ブル

γiα”〃tｉｓに一致し，イヌから検出された犬糸状虫の

各計測値と比較検討した結果（Tableｌ)，例１および

材料と方法

Ｌ犬糸状虫を検出した動物

東京都多摩動物公園で，過去12年間に飼育された８頭

のレッサーパンダのうち，４頭が死亡している．これら

死亡例を剖検した結果,３頭の右心室，肺動脈内から糸

状の虫体が検出された．この３頭は，雄１頭，雌２頭で

あり，年齢は不詳であるが，いずれも約５年半から９年

間の期間，多摩動物公園にて飼育されていたものであ

る．

２．検出虫体の処理と検査

剖検によって採取した虫体は，直ちに生理食塩液で洗

'）東京都多摩動物公園２）東京農工大学農学部家畜内科

学教室

(107）
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TablelMeasurementofDjγq/プルγiaillzllz伽collectedfromthree

lesser（red）pandas,Ａｉｍγ"ｓ九Zge"s，ａｎｄｄｏｇｓ

Lesser（red）panda Ｄｏｇ

Ａｎｉｍａｌ
ll3-day-old
immatureworm

Ｍａｔｕｒｅ

ｖｖｏｒｌｎＣａｓｅｌＣａｓｅ２ Ｃａｓｅ３

Ｓｅｘｏｆｗｏｒｍｓ
Male＊ Ｍａｌｅ Ｍａｌｅ Ｍａｌｅ ＦｅｍａｌｅＭａｌｅ

（n＝5）
Ｍａｌｅ

(n＝2）
Ｆｅｍａｌｅ

(n＝5）

Lengthofbody（ｍ、）

Ｗｉｄｔｈｏｆｂｏｄｙ（似、）

Nerveringfrom
anteriorendい､）

Lengthofesophagusい､)

Vulvafrom

anteriorendい､）

Lengthofspicules（/1ｍ）

left

right

Anusfrom

posteriorend（似、）

100

429

286

↑３
１
７

１
５
２

＋
｜
＋
｜
＋
’

２
６
３

５
４
８

１
６
３
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９５

４５５

３６４
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３
１
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＋
｜
＋
一

０
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５
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３
２

１
７
２

１
１
１

士
十
一
十
一

２
７
５

１
６
８

１
３
２

607

357

1052１１２０１２３５１７２４ 11311200±１５７１０３３±８１１８１±６９

１９１１１７４１±２８５

ＮＤ

１６５

１０７

332

202

104

455

208

104

６１
９
７

＋
｜
＋
｜
＋
’

４
７
５

８
９
０

３
１
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

355±17

192±2

105±２１７６±２４195

ＴｈｒｅｅｃａｓｅｓｈａｄｂｅｅｎｋｅｐｔｉｎＴａｍａＺｏｏlogicalParkinTokyoandwormsfromallofthecaseswere

collectedfromrightventricleoftheheart、

ＤｏｇwasexperimentallyinfectedwithD・ｉ７"〃ＺｉｓａｎｄｗｏｒｍｓｗｅｒｅｒｅｃｏｖｅｒｅｄｏｎＤａｙｌl3afterinfec-
tlon．

＊：Damagedworm．

↑：Ｍｅａｎ±standarddeviation

ND：Ｎｏｔdone．

切断し，破損した．特徴的剖検所見として，肺の表面，

割面は不潔青灰色を呈し，肺炎が認められた．これが直

接の死因と考えられた．また，胆のう付近の肝臓内に長

さ約２ｃｍの針金があり，肝と胃の癒着が認められた．

この針金は，胃壁から刺入し，肝に達したものと考えら

れた．

例３：雄，1976年５月２８日来園，飼育期間５年６カ

月．歯槽膿漏と歯齪炎で加療中であった．死亡する２日

前に，塩酸キシラジンと塩酸ケタミン混合麻酔下でレン

トゲン検査を行ったが,麻酔からの覚醒は良好で,死亡の

前日まで一般臨床所見に著変は認められなかった．１９８１

年12月16日に急死した．病理解剖の結果，肺動脈内に１

匹，右心室内に２匹の合計３匹の犬糸状虫を認めた．こ

のほかの異常所見として，回腸部の重度な腸重積，肝実

質の軽度な硬化，および右腎ののう胞（13×８×5ｍｍ）

の形成が認められた．直接の死因は腸重積と考えられ

た．

例２から検出された雄２匹の虫体は成熟虫と判断され，

例３から検出された雄２匹と雌１匹の虫体は，イヌから

検出された虫齢113日の虫体に近似する未成熟虫と判断

された．

２．犬糸状虫を検出したレッサーパンダの概要

犬糸状虫を検出したレッサーパンダ３頭の概要は次の

ごとくである．

例１：雌，1973年４月１３日来園，飼育期間７年４カ

月．1980年８月16日早朝，死亡しているのが発見された

が，前日まで臨床所見に異常は認められなかった．病理

解剖によって，右心室内から犬糸状虫１匹が検出され

た．また，特徴的剖検所見として，気管支粘膜の浮腫，

肺全葉の充・うっ血，肺炎および空腸粘膜のカタール性

炎が認められた．死因は肺炎と考えられた．

例２：雄，1971年11月２０日来園，飼育期間９年１カ

月．呼吸促迫と歩行異常のため，園内の動物病院に収容

し，加療したが症状の改善がみられず，２日後の1980年

12月22日に死亡した．病理解剖の結果，右心房から右心

室にかけて犬糸状虫１匹を認めた．この虫体は採取時に

(108）



Ａｎｔｅｒｉｏｒｅｎｄｏｆｔｈｅｗｏｒｍ、Arrowsshowthecephalicpapillae、

Posteriorpartofmale，showingleftandrightspicules、

Posteriorendofmale・Arrowsshowpreanalandpostanalovoidpapillae、

Posteriorendoffemale・

TransversestriationoncuticularSurface．

Ｆｉｇ．１

Ｆｉｇ．２

Ｆｉｇ．３

Ｆｉｇ．４

Ｆｉｇ．５

1938；加藤，１９６１；鈴木ら，1981)，ディンゴ（千葉，

1950)，シベリアオオカミ（坂本・金田，1965)，ウンピ

ヨウ（ＯｋａｄａｅＺａＺ.，1983)，マレージヤコウネコ（板

垣・久米，1938)，ハクピシン（板垣・久米，1938)，オ

ットセイ（板垣・久米，１９３８；中川ら，1966)，ワモン

(フイリ）アザラシ（神谷ら，１９７７；田郷岡ら，1975)，

トド（神谷・籠島，1977)，カリフォルニアアシカ（小

田ら，1973）から検出した報告がみられており，本虫の

動物園における蔓延がうかがえる．

レッサーパンダは，食肉目パンダ科に属し，わが国に

おいては，1983年３月31日現在，１１の動物園にて合計２４

頭飼育されている（日本動物園水族館協会，1983)．中

考察

犬糸状虫の自然感染は，食肉目の動物に広く認められ

ているが，また奇蹄目（ウマ)，偶蹄目(ニホンジカ)，誓

歯目（ビーバー，マスクラット)，霊長目（オランウー

タン，ヒト）からも偶発寄生が知られている（大石，

1979；Otto,1974)．近年，兎目（カイウサギ）からも検

出されている（ＮａｒａｍａｅＺａＪ.，1982)．

動物園で飼育されている動物からの検出は少なくな

く，わが国においても，動物園や水族館に飼育されて

いたタヌキ（浅井，１９６０；板垣・久米，１９３８；野田，

1951)，キツネ（浅倉・中川，１９５９；板垣・久米，

(１０９）
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Table2ComparisonofmeasurementsbetweenadultDil-qﾉﾌﾞｍ７７ａｌｉ"""iZな

ａｎｄａｄｕｌｔＤｉγ城/αγｉａａｉ此花

Ｄｉ７ｑ/７Ｊαγ/αｉ''2'"ｉｚＭ Ｄｉγq/Ｚｍ７ｉαα/Z”℃:$Wormspecies

Sexofworms Ｍａｌｅ

(n＝5）
Ｆｅｍａｌｅ

(n＝5）
Ｍａｌｅ

(n＝2）
Ｆｅｍａｌｅ

(n＝2）

152±1３１１

650±５０

382±２７

１１９９±１５７

Lengthofbody（ｍ、）

Widthofbodyい､）

Nerveringfromanteriorendい､)

Lengthofesophagusい､)

Vulvafromanteriorend（ｌｕｍ）

Lengthofspicules（/４ｍ）

left

right

Anusfromposteriorend（似、）

７
０
５
９
３

２
５
２
８
６

士
十
一
十
一
十
一
十
一

９
０
５
８
３

０
９
０
０
８

３
０
４
５
９

１
１
３

０
０

６
１
８

４

＋
｜
＋
｜
ｎ
ｓ
＋
’

０
０
０
６

７
８
０
４

１
８
４
３
１ ３
０

５
０

１
５

２
２

１
１

＋
一
十
一
ｍ
９
＋
｜
士

５
０
０
３
０

７
２
０
１
５

２
０
５
５
０

１
１
３

６１
８
７

＋
｜
＋
｜
＋
’

８
６
４

４
９
０

３
１
１

８
８

＋
｜
＋
｜
＊

８
３
’

４
２

３
２

＿＊286±７３

＊Notdescribed

TWormscollectedfromexperimentallyinfe

：twormscollectedfromlesserpanda（Sonir

§Valueofsingleworm・

l1Mean±standarddeviation・

国を除く世界の動物園では，1980年12月31日現在，合計

138頭が飼育されている（Glaston，1980)．以上のよう

に，動物園で飼育されている頭数は少ないが，レッサー

パンダから犬糸状虫が検出された報告は，わずかに

HarwellandCraig（1981）の１例と，著者らが今回報

告した３例の合計４例にすぎないHarwellandCraig

(1981）の検出例はヒューストン動物園で飼育されてい

た個体で，剖検時に犬糸状虫が右心室と後大静脈から，

それぞれ１匹ずつ合計２匹検出されている．１匹は雄で

体長57ｍｍ，体幅533/(ｍ，他の１匹は雌で，採取時，後

端を破損したが，体長は114ｍｍ以上あり，体幅は

633βｍである．また，子宮内にはミクロフィラリアは

認められなかったと報告している．

以上の，報告された４例以外に，未報告であるが，犬

糸状虫と判断される虫体の検出例が３例ある．１例は，

上野動物園（私信）で1980年に，２例は，名古屋市東山

動物園（私信）で1960年と1980年に，いずれも剖検によ

って検出されている．このように，飼育頭数に対して，

寄生頭数が比較的多いことは，犬糸状虫のレッサーパン

ダへの適応性を考察する上で興味深い．

一方，RyjikovandRomanova（1961）は，モスクワ

動物園で飼育されていたレッサーパンダの心臓内から糸

状虫を検出し，Ｄｉｒｑ/7Jαγｉａａｉ〃ｅと命名した（Sonin，

1975)．彼らの報告によれば，体長は雄で170ｍｍ,雌で

275ｍｍあり，頭端に10個の頭部乳頭を有し，クチクラ

ｙｉｎｆｅｃｔｅｄｄｏｇ

(Sonin，1975)．

(HayasakiandOhishi，1982)．

は細かい網目状構造を呈し，尾部はねじれ，小さな尾翼

をもち，大きな乳頭が肛門前に４対，肛門後に３対みら

れ，他に５対の小乳頭が肛門近くに１対，尾端に４対認

められたという.この糸状虫の記載は，犬糸状虫とは頭

部乳頭，クチクラ表面の構造，尾部乳頭数などに相違が

みられるが，記載された虫体模写図，および形態学的計

測値（Table２）は，犬糸状虫のそれに酷似しているこ

とから，この糸状虫は犬糸状虫である可能性が強い

多摩動物公園では，過去12年間に飼育した８頭のレッ

サーパンダのうち４頭が死亡しているが，剖検により３

頭（75％）から犬糸状虫が検出された．当園では，レッ

サーパンダを日中は芝生，低木，竹などが生えている約

100,2の放飼場に出し，夜間は舎内に収容している．園

内は樹木が多く，武蔵野雑木林の面影を残しているが，

動物園の周囲は住宅地で，飼犬数も多い．東京都多摩地

区は犬糸状虫の濃厚汚染地域で,寄生率は89.7％（大石

ら，1973）と極めて高率であることから犬糸状虫感染子

虫保有蚊の園外からの飛来により，園内の動物が犬糸状

虫に感染する機会は少なくないものと考えられる．野生

動物が動物園で飼育されたことにより，犬糸状虫に高度

に感染することは，タヌキですでに知られている（早

崎．大石，1982)．当園では，レッサーパンダ舎は，タ

ヌキ放飼場やキツネ舎に近接して位置しており，すでに

当園飼育のホンドギツネやタヌキに犬糸状虫の寄生が確

認されており，レッサーパンダへの犬糸状虫の感染は，

(１１０）
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園外からの蔓延のみならず，園内飼育の，犬糸状虫の寄

生したイヌ科動物が感染源となって園内感染が行なわれ

ている可能性も考えられる．

今回報告した３例はいずれも死亡例であるが，犬糸状

虫寄生が直接の死因とは考えられなかちた．しかし，レ

ッサーパンダは小型の動物であり，犬糸状虫に比較的好

適な宿主であると考えられることから，その病原性は重

要である．近年，野生のレッサーパンダの生息数が減少

(呂，1983,私信）していることからも，飼育下での繁

殖と飼育維持がますます重要な課題となっている．従っ

て，レッサーパンダの飼育管理に犬糸状虫感染に対する

予防対策は重要であり，多摩動物公園ではイヌで予防効

果が確認されているレバミゾールの２クール間歌投与法

(早崎ら，1981）に従い，レバミゾール15ｍｇ/kg旧の５

日間連続経口投与を毎年９月中旬と11月中旬の２回実施

している．

filariasisinaredpanda．』・Ａｍ・Vet・Med

Assoc.，１７９，１２５８．
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8）早崎峯夫・小林茂雄・大石勇（1981）：Leva‐
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! Abstract I

DIROFILARIA IMMITIS INFECTIONS IN LESSER PANDAS

{AILURUS FULGENS) IN JAPAN

Etsuo NARUSHIMA1*, Fumitaka HASHIZAKP, Noriko KOHNCP,

Masaru SAITOH, Koki TANABE1', Mineo HAYASAKI2)

AND ISAMU OHISHF

(D Tarna Zoological Park, Hino-shi, Tokyo 191, Japan ; 2) Department

of Veterinary Medicine, Faculty of Agriculture, Tokyo University

of Agriculture and Technology, Fuchu-shi, Tokyo 183, Japan)

On postmorten examination, Dirofilaria immitis was detected in the right ventricle and the

pulmonary arteries of three (75%) of four lesser (red) pandas, which were kept in the Tama

Zoological Park in Tokyo.

Case 1 and 2 had one male each and case 3 had three worms, two males and one female.

Body length in four woms, except for a damaged male detected from case 1, was 95-115mm in

males and 123 mm in female. From their morphological findings and measuremdnt, they were

identified as D. immitis. Two males from case 1 and case 2 were mature and two males and one

females from case 3 were immature. Their growth being equivalent to the adult worm and 113-

day-old immature worm from experimentally infected dogs, respectively. Female worm had no

microfilaria in the uterus.
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